
HCVウイルスは 
糖たんぱくや殻の 
構造を司る遺伝子と 
非構造（NS)の部分 
戸から成り立っている 
一本の遺伝子です。 

先ずこの遺伝子を 
プロテアーゼにより 
分断しなくてはなりませ 
ん。構造の方は肝細胞に 
ありますが非構造（ＮＳ）は 
HCVそのものの中に既に 
存在しています。 
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肝炎ウイルスが持っているNS3/4Aといったプロテアーゼがそれ 
ぞれの部分を切断します。 
前にも記載しましたがこのプロテアーゼはDNAに関連しない 
ものです。 
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NS5Bも肝炎ウイルスに既に存在しているポリメラーゼです。 
前述したようにこれはDNAに依存しないものです。 
NS3/4Aで分断し、NS5Bで複製し、NS5Aが両者を仲介しながら 
集合して一つのウイルス粒子を形作るものと思われています。 
（NS5Aに関しては未だ不明の様です。） 
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HCVが肝細胞に侵入しそのがプロテアーゼで分断され 
ポリメラーゼで複製が進み、ウイルスの殻の部分と 
一体となる様子が図示されています。 
プロテアーゼを阻害するのがNS3/4A阻害薬 
集合させる機能を阻害すると推測されているのがNS5A阻害薬 
プロテアーゼを阻害するのがNS5B阻害薬です。 
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阻害作用の強さと耐性ウイルスの出現しやすさ 
（low)の一覧表です。 
これらの併用が大事と分かります。 
ちなみに定番のハーボニーはNS5AとNA5Bに対する阻害 
合剤です。 
 

Uptodateより 
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